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して、よく知られた空間 L (0 , 1] を考えている。 L (0 , 1) で Davidon の方法をそのまま用い
















上の最急降下法によるものであり、 1 つは L ~O ， 1) 上の変形 Davidon の方法によるものである。
いずれの手法も最適階段関数形テーパを得るものであるが、階段関数の性質から これらの手法の適
用が容易で、あり、かつ広いクラスのテーパを対象とした構成が可能で、あることが明らかになっている。
また、これらの手法の実用上の問題点、あるいは安定性、収束性について論じ、実際に例題に適用す
ることによってその有用性を確かめている。
従来行なわれてきたテーパの最適化による不均一分布 RC 線路の構成法で大きな制約となっていた
電信方程式の求解という問題を、本論文では用いる手法と関数空間の構造との関係を利用することに
より解決し、実用的な構成アルゴリズムを得るという研究成果をあげており、電子通信工学に寄与す
るところが大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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